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平成２５年 ３月１９日
山 形 河 川 国 道 事 務 所

山形河川国道事務所、直轄国道の道の駅の

防災機能を強化します。
【災害時の避難の駅をめざして】

道の駅は、平成２３年３月１１日の東日本大震災において避難者の受け
入れや情報拠点、物資の中継場所など、災害時において重要な役割を果
たし、改めて道の駅の防災拠点としての役割が重要視されています。

このため、山形河川国道事務所では山形県内の直轄国道の沿線にある
８つの道の駅において、新しい情報提供設備の導入と災害時支援電話を配
置し防災機能の強化を図りました。

この新しい情報提供設備と災害時支援電話は、平成２５年３月２７日から
利用可能となります。

記

【新しい情報提供設備の特徴】
・大型タッチパネルで見やすくリニューアルしました。
・国、市町村、道の駅からダイレクトに防災情報や地域情報を直接

発信できます。
・従来型の情報提供設備が発信していた内容に加えて、分かりやす

い道路状況映像、地域情報の充実、防災情報の発信、レーダー気
象情報の発信などが可能です。

【災害時支援電話の特徴】
・災害時の「状況伝達・把握」「支援状況の確認」「安否確認」「円

滑な被災者支援」など災害時の通信手段のひとつとして効果を発
揮します。

〈発表記者会：山形県政記者クラブ、山形市記者クラブ〉

問い合わせ先

新しい情報提供設備と災害用固定電話に関する問い合わせ先
国土交通省山形河川国道事務所 防災課 課長 小島 昇

山形市成沢西四丁目３－５５ ℡023-688-8948（代）【内線281】

道の駅に関する問い合わせ先
国土交通省山形河川国道事務所 交通対策課 課長 遠藤 徹

山形市成沢西四丁目３－５５ ℡023-688-8421（代）【内線471】



山形河川国道事務所管内
「道の駅」８箇所について

・新しい情報提供設備を導入しました。

大型（６０インチ）のタッチパネルで見
やすくリニューアルされます。

・災害時支援電話を設置しました。

災害時の「状況伝達・把握」
「支援状況の確認」
「安否確認」
「円滑な被災者支援」など

災害時の通信手段のひと
つとして効果を発揮します。

新しい「道の駅」情報提供設備・災害時支援電話について新しい「道の駅」情報提供設備・災害時支援電話について
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山形河川国道事務所管内
「道の駅」８箇所について

・国・市町村・道の駅からダイレクトに
「防災情報」・「地域情報」

を直接発信できます。

①分かりやすい道路状況映像
②地域情報が充実
③防災情報の発信
④レーダ気象情報の発信

など

新しい情報提供設備の特徴新しい情報提供設備の特徴



新しい情報提供設備の特徴新しい情報提供設備の特徴

トップメニューをタッチし、様々な情報を簡単に取得できるようになりました。



新しい情報提供設備の特徴新しい情報提供設備の特徴

分かりやすい道路状況表示
分かりやすい道路状況 拠点間で映像が表示され、

峠部など路面状況の確認が容易になりました。



新しい情報提供設備の特徴新しい情報提供設備の特徴

地域情報が充実 市町村・道の駅から情報発信が可能となり、
タイムリーで、きめ細かな情報をドライバーへ提供できます。



防災情報の発信

新しい情報提供設備の特徴新しい情報提供設備の特徴

防災情報を発信 国・市町村・道の駅から情報発信が可能となり、
地域の防災拠点としての情報発信機能を備えます。



レーダ気象情報の発信

新しい情報提供設備の特徴新しい情報提供設備の特徴

レーダ気象情報 リアルタイムの気象情報が確認可能となり、
ドライバーの交通安全を支援します。



山形河川国道事務所管内
「道の駅」８箇所につい

・災害時支援電話を設置しました。

①分かりやすい道路状況映像
②地域情報が充実
③防災情報の発信
④レーダ気象情報の発信

など

「道の駅」災害時支援電話を設置しました「道の駅」災害時支援電話を設置しました

山形河川国道事務所管内
「道の駅」８箇所について

・災害時支援電話を設置しました。
災害時の「状況伝達・把握」

「支援状況の確認」
「安否確認」
「円滑な被災者支援」
等に利用可能。

※尚、常時は施錠されています
が、災害時には道の駅で開錠

します。
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